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10月30日より読書週間が始まっています。ねらいは，
一人一人の読書意欲を高め，より良い読書の習慣を養うこ
とです。今年度は，学習委員会による新しい取り組みも考
えられているようです。
いい本に出会うことは，その後の人生を実り多きものに
変えるきっかけとなる…といった方がいましたが，その時
々で良本に出あうことは，とても大切なことなのかもしれ
ません。児童生徒の皆さんには，感動する本、読んでよか
ったという本を，是非，見つけてほしいと思っています。

１ 水 諸聖人の日
２ 木 委員会
３ 金 部活動
４ 土
５ 日 英検2次試験
６ 月 小学部チャレンジ漢字テスト
７ 火 学校公開週間（～９日）中学基礎

コン（漢字）
８ 水 給食
９ 木 児童生徒企画集会

１０ 金 部活動
１１ 土
１２ 日 第3回実力テスト
１３ 月
１４ 火
１５ 水 給食
１６ 木 社会見学
１７ 金 部活動なし
１８ 土
１９ 日
２０ 月
２１ 火
２２ 水 給食
２３ 木 中学部期末テスト①
２４ 金 中学部期末テスト②、部活動、ピ

アノ鑑賞教室
２５ 土
２６ 日 バドミントン大会
２７ 月
２８ 火 未成年飲酒防止教室（中学部対象）
２９ 水 給食
３０ 木
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この時期，「食欲の秋」という言
葉から，ある教育評論家の話を思い
出します。その人の分析によると，
最近の学力の著しい低下の原因は，
「最も必要な栄養と睡眠がとられな
くなったこと」を挙げ，夜型から朝

型生活への変更と貧しい食生活の改善を強く求め
ています。
もう少し詳しい話をすると，その教育評論家が，

ある年に2000人の児童を対象に調査をしました。
すると，PCや携帯の普及によって生活が深夜化し，
「睡眠時間が急速に減少した」ことがわかり，睡
眠時間と学力に相関関係があるかをテストで調べ
た結果，睡眠時間が４時間の児童の平均点が５２
点，５時間が６２点，８時間では７１点と顕著な
差が見られました。
一方，食生活については，朝食を抜いたり夕食

をハンバーガー等で済ませる生徒が多くいる現状
に触れ，こちらもテストを分析した結果，１日に
食べる食材の数と成績が反比例していることが分
かったそうです。

その教育評論家は、睡眠時間の減少
と貧困な食生活が学力をはじめ，気力
や体力を低下させた真の原因と強調し
ています。そして「学力向上とは，き
ちんと子どもたちを元気にさせるとい
う当たり前のことをすること」と訴え

ました。
実際に，日本のある学校では，「テレビの視聴時

間は２時間以内」，「朝食はご飯食で，食材を増や
すため味噌汁をつける」ことを実践し，学力の向
上が見られたそうです。
昔，ある先生に受験の時には試験開始２時間前

には食事をしないと，その栄養が脳に行き渡る前
に試験を受けなければならなくなる…との話を思
い出します。
ここスペインでも、同じ問題が起きていること

はインターネット等で理解はしていますが，世界
どこにいても，心身ともにいい体調の下，学校に
通わせたいものです。
「食欲の秋」ではありますが，睡眠時間と食生

活について，親子でゆっくり話をして，家庭内の
ルールを作ってみるのもいいかもしれません。



10月22日，第21回文化祭が水上特命全権大使
ご夫妻をはじめ，多くのご来賓の皆様や保護者の皆
様にお越しいただき盛大に行われました。今年の文
化祭テーマは，「愛～仲間，感謝～」です。
開会式の後，全校発表のボディーパーカッション

「風になりたい」が始まりました。この「風になり
たい」は，リズムを取るの大変難しく，練習におい
ても，リズムがあわず苦労していましたが，本番で
はきれいなパーカッションとなっていました。小学
部1～3年の劇「とらとおじいさん2017」は低学
年の可愛さが前面に出ていまし，声も十分に観客に
伝わる大きさだったと思います。中学部英語劇「走
れメロス」は，セリフだけでなく動作などもしっか
り行っていました。小学部5，6年の劇「古典の世
界はややこしや～昔から来た四人組～」は，難しい
古典文をしっかりと暗記していまし，オリジナル古
典も面白かったです。小学部スペイン語劇「Mi pri
mer platero」は，暗唱や朗読がとてもスムーズで，
一人一人が自信をもって発表していました。中学部
の劇「桃次郎の冒険」は，この劇のテーマを１０人
全員がしっかり理解していたのが，十分に伝わる演
技だったと思います。最後の二部合唱「tomorrow」
は，きれいなハーモニーが印象的でした。
今年は，実行委員会主催の「ウルトラクイズ」も

あり，「北海道に招待するかもしれないチケット(⁉)」
を手に入れた人もいました。また，作品展も力作ぞ
ろいで，見ていた楽しかったと思います。
また，幕間に参加した児童生徒の皆さんも，ご苦

労様でした。

低学年の学級農園では，

大根がすくすくと育って

います。

朝晩の寒さにめげず青

々とした葉が広がってき

ました。いつ頃に食べら

れるのでしょうか……，

低学年のみなさん？

「東京マラソン」
佐藤 友行

毎年2月に行われる東京マラソン。約
4万人ものランナーが出場するとても大
きな大会です。毎年応募者が大変多くて，
来年2月に行われる東京マラソン2018

には約12.1倍もの人が応募したのだそうです。
私にもマラソンをしていた時期がありました。最初

に出場したのは，地元の大会での親子1.5km。そして，
親子種目に何回か出場したころ、何かの勢いで「東京
マラソンに当選でもしたら，自分もランニング始める」
宣言をして，東京マラソンに応募しました。結果は「落
選」。それがなんだか悔しくて，近県のいくつかの大
会に出場することにしました。そして次の年，なんと
東京マラソンに当選してしまったのです。10kmやハ
ーフ（約21km）に出場してはいましたが，42.195
kmなんて距離走ったことはありませんでした。
2月下旬の日曜日。朝の都庁周辺にはランナーだら

け。スタートの号砲が鳴ってスタート地点まで20～3
0分歩き，それから走り始めることができました。20
kmくらいまでは調子よくゆったりとしたペースで走
れていました。しかし，徐々に膝が痛くなりはじめ，
しばらく走りと歩きの繰り返し。ついに，37、8km
くらいで歩くだけでも痛みが。残り約5kmは歩いて，
残り195m地点から走ってゴール。
ゴールの時は感動しましたが，ここまで何十回リタ

イアを考えたことか。でも，完走（歩）してゴールの
感動を味わえたのは，沿道の声援や大会ボランティア
のおかげです。自分自身との戦いに負けなかったのは，
多くの人の愛に触れられたからです。沿道の人々やボ
ランティアに感謝しています。まともな動機もなく始
めたマラソンですが，始めていなければこの有意義な
経験はできなかったと思います。
「また東京マラソンに当選したら，少しは練習する

ぞ！」

１０月２８日（土）補習授業校のバザーが行われました

が，今年も会場の一角をお借りし日本人学校のバザーが行

われました。アルメンドロの会の皆様におかれましては，

準備から当日の運営まで本当にありがとうございました。

バザー担当代表の方から収益金を受け取りました。感謝申

し上げます。有効活用させていただきます。


